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臭と診断された患者 55 名に、健常群として官能検査値２未満の者 65 名を加えた計 120 名（男性 36 名、女性 84 名、
平均年齢 43.5歳）を対象者とし、電子嗅覚装置による総臭気指数、官能検査値およびガスクロマトグラフ（GC-14BPFP、
島津製作所）によって測定した logVSC を用いて口臭の評価を行った。口腔保健要因については、歯周病の指標とし
て 4 mm 以上の歯周ポケット深さを有する歯周病有病歯率を、舌苔の付着状態の指標として舌苔スコアを、また、歯
垢付着状態の指標として歯垢指数を用いて評価した。 
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 まず、電子嗅覚装置による総臭気指数の口臭検査指標としての有用性について調べた。一般に至適基準として用い
られている官能検査値が電子嗅覚装置による総臭気指数またはガスクロマトグラフィによる logVSC とどの程度相関
性をもつか検討したところ、総臭気指数との相関係数は 0.76 であり、logVSC との相関係数 0.63 よりも有意に高い
値を示した。また、官能検査を至適基準として受診者動作特性（receiver operating characteristic：ROC）曲線をプ























論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、センサー型電子嗅覚装置を口臭の臨床評価に応用し、その測定結果と口腔保健要因との関連性について
検討したものである。その結果、電子嗅覚装置により測定される総臭気指数はヒト嗅覚による評価指標と強く関連し
ており、また、検査指標として有効性も認められ、口臭の臨床評価の指標として有用であることが示された。本装置
による口臭の解析により、口臭には揮発性硫化物のほかに主としてアンモニア、アミン系やアルデヒド系の物質が寄
与することが示唆された。さらに、本装置で測定されたこれらのにおい物質の臭気指数は歯周病、舌苔や歯垢の付着
のいずれかと関連することが示された。 
 この論文は、口臭の客観的臨床評価に寄与するところ大であり、博士（歯学）の学位に十分値するものと認める。 
